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藤女子大学カトリックセンター 

 2023年2月 第20号 

ニュースレター  
 ぶどうの木 

聖書のことば 

「わたしがあなたがたを愛したよう

に、互いに愛し合いなさい。これが

わたしの掟である。友のために自分

の命を捨てること、これ以上に大き

な愛はない。」（ヨハネ 15:12-13）        

「わたしはぶどうの木、あなたがたは 

その枝である。               

人がわたしにつながっており、     

わたしもその人につながっていれば、                   

その人は豊かに実を結ぶ。」 

      （ヨハネ福音書15章5節） 

てくる。私たちはその問いに答えを

迫られている。 …ひとえに行動に

よって、適切な態度によって、正し

い答えは出される。生きるとはつま

り、生きることの問いに正しく答え

る義務、生きることが各人に課す課

題を果たす義務、時々刻々の要請を

満たす義務を引き受けることに他な

らない。… 

 どんな状況も二度と繰り返されな

い。そしてそれぞれの状況ごとに、

人間は異なる対応を迫られる。具体

的な状況は、あるときは運命をみず

から進んで切り拓くことを求め、あ

るときは人生を味わいながら真価を

発揮する機会を与え、またあるとき

は淡々と運命に甘んじることを求め

る。」（V.フランクル『夜と霧』池

田香代子訳 みずず書房 2007年、

129-130ページ 下線は永田） 

 

 どうぞ皆様、どんな時にも絶望せ

ず、時々刻々問いかけられる人生の

問いに、応えて歩んでください。 

        （Sr.永田 淑子） 

ご卒業おめでとうございます 

 

 皆様は2019年の春に入学した方が

殆どと思いますが、その最初の一年

目が終わろうとしていた2020年1月

の終わりに、誰も予想もしていな

かった事態が発生しました。そうで

す。コロナ・パンデミック。 

 当初はコロナ・ウイルスがどうい

うものなのか、私たちの殆どは理解

していなかったと思います。毎日報

道される新規感染者数、入院患者

数、重症者数、死者数などの情報に

接し、増えていく数字に不安な心で

日々を送りました。 

 大学では目前の卒業式や入学式、

そして、4月からの授業をどうする

か、対応しなければならないことが

山積しており、教職員の方々は連日

遅くまで必死の奮闘。2年目そして3

年目になって、次第に状況が改善さ

れ、学生たちにはオンラインだけで

なく、対面授業も実施されて、学内

に学生の笑顔が見られるようになっ

て大変嬉しく感じました。 

 世界中が、―先進国も、後進国

も、主義主張や、人種・国籍・宗教

など、あらゆる相違を問わず―、同

じ課題に取り組まなければならな

かった経験は、人類の歴史の中で大

きな意味があったと感じます。 

 当初欧米に見られた驚くべき死者

の数、感染者の完全隔離、それに伴

う心理的な隔絶。最も親密な別れが

必要な愛する人の死に際して、人間

らしいお別れもできない悲劇。どれ 

ほど多くの方々が心に深いトラウ

マを遺しているでしょうか。 

  

 人生には、全く予想もしなかっ

たようなことが起こることがあり

得ます。病気・災害・戦争・思わ

ぬ挫折、…。皆様のこれからの人

生の道のりには、バラ色のことば

かりが待っているとは限りませ

ん。バラにも棘があるように、人

生の途上において、何らかの棘に

遭遇することもあるでしょう。 

 皆様に是非読んでいただきたい

本があります。すでに多くの方が

読まれたかもしれませんが、何度

でも読む価値のある本です。 

 アウシュヴィッツの強制収容所

に収容されていたウィーンの精神

医学者ヴィクトール・フランクル

の『夜と霧』という書物です。強

制収容所の中で生きる目的を失っ

て、失望のうちに死んでいく多く

の人々に接して、彼が得た確信が

述べられています。 

「ここで必要なのは、生きる意味

についての問いを百八十度方向転

換することだ。わたしたちが生き

ることから何を期待するかではな

く、むしろひたすら、生きること

がわたしたちからなにを期待して

いるかが問題なのだ、ということ

を学び、絶望している人間に伝え

ねばならない。…生きることの意

味を問うことをやめ、私たち自身

が問いの前に立っていることを思

い知るべきなのだ。生きることは

日々、そして時々刻々、問いかけ 
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卒業感謝ミサへのお誘い   
 

これまでの長い学びの期間を無事に終えて、社会に  

巣立つことができることを想い、これまでお世話に

なったすべての恩人たちに感謝し、これからの人生

の歩みの中で果たすべき責任の上に、神様の祝福を

祈り求めながらミサに参加しましょう。 

 

◇ 3月17日（金） 13:30 （約1時間） 

   北16条キャンパス： 聖マリア聖堂 

 

マスク着用の上、何人でもご参加ください。 

教職員の皆様もどうぞ学生たちと共にご参加され、

彼女たちの前途を祝してくださいますように。 

      教皇フランシスコのTwitterより 

 

 

 
   The “poor in spirit” are those who know they 
cannot rely on themselves, that they are not self-
sufficient. They feel their need for God and recog-
nize every good that comes from Him as a gift, as 
a grace. (Mt 5:1-12)   
 

Pope Francis認証済みアカウント@Pontifex 

 異郷の土地へ 

～サン・ヴィクトルのフーゴーに寄せて～ 
 

 パリを眼下に臨むセーヌ左岸の丘に建てられたサ

ン・ヴィクトル修道院の聖堂参事会員であったサン・

ヴィクトルのフーゴー（ca.1096-1141）は、『ディダ

スカリコン』の中で次のように述べています。「故郷

（patria）が甘美であると思う人はまだ脆弱な人に過

ぎない。けれども、全ての土地が故郷であると思う人

はすでに力強い人であり、この世界全体が追放の地

（exsilium）であると思う人は完全な人である（第3巻

第19章）」。 

 このように述べるフーゴーの意図は、人々を世界に

対する愛執から解き放ち、神へとその眼差しを向け直

すことにあります。しかし、世界から神へと転じるた

めには、自分の生まれ育った故郷を離れ、見ず知らず

の異郷の地に赴くことがまず必要です。慣れ親しんだ

場所でのさまざまなものとの別れを通じて、人は個々

のものが自己の前で移ろい、やがては過ぎ去るもので

あることを学びます。そして、そうしたものに固執す

る自分の弱さに打ち勝ち、より大きな心の在り方を獲

得する人が「力強い人（fortis）」であるとフーゴー

は述べているわけです。とはいえ、故郷に対する愛が

その人の中で消え去ることはありません。この力強い

人が愛するのは「全ての土地」であり、その中には自

分の生まれ育った故郷も含まれるからです。 

 別れには常に寂しさが付きまといます。しかし、本

学というひとつの故郷を離れ、新たな異郷の土地へと

赴く学生たちの大きな成長を祈念したいと思います。 

       （カトリックセンター 松村 良祐） 

 

 

時を見分ける 
  

 ４年生のみなさま、ご卒業おめでとうございます。

コロナ禍の中、創意工夫を凝らして柔軟に大学生活を

送り、大きな節目を迎えられましたことに心よりお祝

いを申し上げます。これからはそれぞれ異なった道を

進み、卒業式のように皆と一緒に転機を迎えるという

機会は少なくなっていくかと思います。しかしなが

ら、人生における転換点がなくなるわけではありませ

ん。それぞれバラバラに転機が訪れるならば、「今が

自分にとってその時なのだ」ということがどのように

したら分かるのでしょうか。 

 『マルコによる福音書』13章28-29節には、終末が

やって来る時期についてイエスが次のように述べたと

伝えられています。「そこで、無花果の木から譬を学

べ。その枝がすでに柔らかくなり、葉が生じると、夏

が近いことをあなたがたは知る。このようにあなたた

ちも、これらのことが起こるのを見たなら、それが戸

口に近づいていることを知れ」。無花果はイエスの活

動していたパレスチナ地域においてはよく知られた果

物で、『旧約聖書』においてもオリーブ、葡萄と並ん 

でしばしば言及されま

す（たとえば士9:7-

15）。エデンの園にも

生えていたようです

（創3:7）。北海道で

は無花果は馴染みがあ

りませんが、このよう

に周囲の自然環境から

時を知るというのは私

たちも日常的に行っています。たとえば、雪虫が飛び始

めるとそろそろ初雪だなと思いますよね。それができる

のは、それぞれに適した時があること、またその前兆を

観察によって知っているからです。どうか「自分には時

がやってくるのだ」ということを心に留め、周囲の出来

事に対して注意を払い、その時を最大限に生かすことが

できますように。みなさまの道行きが護られたものであ

るようお祈りしております。 

        （カトリックセンター 山吉 裕子） 

無花果（イチジク）

https://twitter.com/Pontifex

